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感性のある「ものづくり子供大学」の構想

―兵庫県立こどもの館 。「巧」な木の造形 「人」コースを

ケース・スタディーとして一

杉 山 明博

Akihiro Sugiyama

1 は じめに なぜ ものづ くりなのか

めまぐるしい社会の変化、価値観の不安定な今 日、大学や各市、各県が児童館、美術館、科

学館などと協力 して、独 自の計画で、一人一人の潜在力、底力を上げてゆくための創造的企画

形成をしなければならない。ものづくりの基本的原型をつ くり、一人一人の実感のある生きが

いの形成をすることが必要 となってきている。 ものづ くり、夢づくり、人づくりにより、真に

豊かな、心と力をもつた人材づくりをし、「仕事」や「人生」の上台や発想力をつけることが要

求されてきている。「美 しさ」や「生きる」ことに対する豊かな感性や、具体的に物がつくれる

巧みな力 (巧 は頭 と手が両方はたらくこと)をつけることを目的 とするシステムを考えねばな

らない。市力、県力、個人の生きる力を感性のあるものづ くり力によつて上げてゆくことが、

豊かな市県、住民の生活を築 くことになる。それは夢をかたちに出来る人づ くりである。

以上を踏まえて、生涯学習の方向性も考慮 し、生きがいを持つこどもたち、市民一人一人を

産み出すため、公設各機関と連携をとるための図式を次に提示 し、さらに具体的な兵庫県立こ

どもの館のものづくり子供大学の構想 と実践報告を述べていく。
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できる市民で、テーマの豊かなまちづくり、一人一人がものづくりのできる豊かさのデザイナーになる。

/1涯学習のまちづくりは、市民に社

会的に定着をし、長年の生涯学習の学

習成果は認められている.

そのにできらに、より発展的に、今

日的発想を積み査ねることが必要であ

る。

生涯学習は、

生涯創造のまちづくりは、学習する

ことを中心にしてきた生涯学習をさら

に進め、『テーマの豊かなまちづくり,

の実践のため ―人 ‐人が沢山のテー

マを持ち、実践できる「力」を打につ

ける必要がある。

そのため4i涯綸1遣は、

感性豊かな実践力のあるまちづくり、

もの作り、夢作り、テーマ作り、産業

作り、健康作り 和 (連携)作 り、文

fヒ 作り。

・地的/特色の連携を生かしたライツ

ワークの形成.

・世代連続-4・.承によるライフワーク

テーマの充実

まらおこし 家おこし、人おこしの

ために長年築いてきた文化、知慈

仕事の伝米 (伝える)の システムを

考える.(ズイヒのアセスメント)

人生グ〉デザインのできる市民づくり。

長寿が意味を持つ定牛なき人4:.

蕉1造・ ものづくりの力をつけるテー

で発見力、贅懇力をつけ、具体的に

「つくる力]をつけるシステムの導入を

する.

各市力報 由のものづくり子供大学の

システムやマイスクー制度などをつく

る.

テーマ発見力、発想力をつける.

が中心であつたが、これをレベルアッ

プさせる方Ⅲに持っていく.

交流的発想により、多くがリンクさ

オ1、 2格、3倍の効果を11″ られる.

テーマ発見・発想の

トレーニング

具体イヒのためのプメインフォーマッ

トを用いて行う、

・市民のキャリア・アップ、ものづく

り講座を導入.

・市民の藩在能力のよりよいレベルア

ップをする.

・各種資格を ll独 自で作る。マイスタ

ー的なもの、名人的なものすべてに

わたり、ライフワークにつながるt,

′)をつくる。

ものづくり大学

ものづくり子供大学
創造する・つくる
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テーマの豊かな人づくり、町づ くり

テ マを沢II持 つているこども 学校 市民 家族 行政・企業 (oc

ローカルな嬌色を出11 から、具体化のための

をつくる。

テーマの

創造のシステ

地rJテ ーマの発見をする.

山と海など地的特色を,ン クするテ

‐‐マの発地.

人、物、文化などすべてがネットワ

‐‐ク化された連携のテ…マによるま

ちづくり.

できる市民づくりのために

・「/11t現 役人生,のテーマ発
'1.

生湮創造社会の形成.

生理学習社会をさらにtlめ て成果を

生かしていく。

・鰹かさをデザインし、テーマ発見油1

造の fできる1人材の養成をするシ

ステムの構築.

―つ一つが積み重ねられ「薔柑Jさ

れ、力となるシステムとしての『絆

積のデザイン」を考える.

裸率的にできる (質のレベル)

個性的にできる (一人一人の味)

・質のレベルアップをし、自分のチー

マを発見、具体化できる力を贅う。

2 感性のある「ものづくり子供大学」に導入 した 3つの内容

手を使い、体を使い、そのプロセスに身を置いて創造的に参加 しないと形成できないものが

ある。

ものづくり子供大学では、その内容を次の三つと考え、具体的な提案をし、実践してきた。

(兵庫県立こどもの館の館長・有本まゆみ様はじめ皆様の御協力により、共同研究として、も

のづくり子供大学が具体化されたことに、深く感謝いたします)

過程「内」創造で発想する

ものを造つたり、考えたりするプロセスの中で、蓄積されていくものがある。形をいろいろ

提案型都市 1学校・

美術館・児童館

テーマ発見型こども・市民

山と海と街道がつながる

「地的発想」をする
ライツワークのある創造的市民

キヤリア人材の形成・

養成 ,確保

-31-



と考え、作 り方を工夫する中、新 しい考え方を生み出す中で、三つの創造力、すなわち、「技術

的創造力」と「造形的創造力」と「論理的創造力」が必要になってくる。デザインカは造形や

論理の両方に必要な力である。この三つの力は蓄積をするべき大切なものである。

「技術的創造力」 とは、小刀やのみの使用方法や道具など、加工にかかわる一つ一つの細か

なディティールにおいての工夫であり、自分で考え出し、工夫 した技術的加工上の創造的な方

法である。この創造的研究態度が蓄積を生んでいく。「造形的創造力Jと は、デザインカを含め、

形を考えた り、造つた りするときの工夫 と、特に有機的形態のフォルム形成力 と言えるもので、

トレーニングと感性によつて生みだされるものである。

「論理的創造力」とは、物を思考するプロセスの中で、新たな考えをデザインした り形成 し

たり、既成のものに倉1造的な視点を与えた りするものである。この三つの創造力は、形やもの

づくりや思考のプロセスの中に自らの体を置いてこそ、可能 となるものである。

技術的創造

過程内創造 く(11、
〔ヽ: 

造形的創造 
:́//f))知

的・論理的創造

このことを「過程内創造Jと 呼ぶ。このプロセスに身を置くことにより、論理的に思考でき、

知的な 「考える力」をもつた 「巧」な人が育っていく。

このような過程の中に身を置いて工夫 し、発見 し創造することで上達 し、個性的方法を形成

することができる。発想は、このプロセスの中で新たに出会つたことの綿密な記録、それをベ

ースとした造形の創造 と定着の中にある。

以上の能力は、デザイン技法、プロダク トデザイン、工芸研究などの研究者 自身の授業カ リ

キュラムに詳細に導入 し、実践 してきて十分な成果を上げている。今後はさらに多くの力を学

生たちが持ち、社会的アプリケーションのできるオープンシステムのカ リキュラムを形成 した

い。

以上の内容を具体化するために、 トレーニングシステムにより身体化する方法を提案した。

◇ トレーニングプログラム 1 素材に対する感性の トレーニング

素材を判別できる力、素材のよさを理解することができる力を養 うことで、造形力を育むこ

とができる。

[判別できる力 ] 種類・特性 (色・重 さ・堅 さ・手触 り)・ 産地などその素材の性質を、

具体的素材に触れることから理解 し、各素材の性質を生かして用いる

ことができる。

同じ素材の中の選択において、どれがその造形への使用に対 して最も

適 しているのか、また他の素材の中からの選択において、目的の達成

のためにどの素材を用いればいいのか、その選択ができるようになる。

同じ材種のよさの段階が判別できる力を養 う。

[よ さの段階制]
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「判

"1で

きる力」

'よ

さの段階性」

‐

Ｌ

Ｆ

Ｊ
颯軸呻呻『

判別できる力、よさを理解できる力

階的に素材から必要な意味をよみとる

応させ、こどもへの支援とする。

材料を覚えよう (日 利きの眼)

好み :わなたの0●な材ドはllで すo,1‐ 5番まで略ルでヽ よう

ヽσ)薇饉 名,1 好きな皿壼

2

3

4

5

剌剌 こヽれは,と いう本の楡嬌ですか?■9してみよう

めませ  崚 :

10籠睾判別でき /● 鷲は   ―   i崚

"糧
菫判劇できるrlは   -   1暴

00■壼判
"1で

きるおは   -   3艤
40薇燿判別できる■は   一   つ級
50■晰判別できる着は   -   1蘊

,極 :"じ 本σヽ捕勁の贄い Sいが■,か 0ますカマ

健じ村

"の
良しgしがヤ,かることは人ul●ことで,It

l～ 5■  1‐ 10■まで0は綺″蜃鍮的に並くられま,■ ,,

◇ トレーニングプログラム2 技術的創造の トレーニング

基本的道具の技 (技術)素材の技 (技法)を身につけることで、造形を具体化させる力を習

得する。また、つくる過程を通して培われる、道具・素材の感覚から、造形をよりよく発展さ

を養 うための観点をもうけたシー

ことができるようにする。また、

卜により、こどもが段

この過程をカルテと対

判別・材種 BOXに 50種類用意し、段階的に驚える。

50籠を1つのユニットとし、増やして完全なも¢)

にする.

等級 材黎b質の等級、よしあしが判別できる

□□□□□□□□□□
] 2 3 4 5 6 7 8 9 1o級

妻II名

壺嗜|        :

どのようにしてできうのか
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せていく力を育む。

[道具の技]

[素材の技]

刃物・やすり・万力など各種道具における使い方を身体化する。一つの

道具に対して「削る」「切る」など、道具の可能性を観点ごとに示し、

創造的に道具の技を習得する。

「組む」「曲げる」など素材の性質から導き出される技法を観点ごとにそ

の可能性を示し、それを実験的に行 うことによつて素材の技を創造的に

習得していく。

[南

`る

]

九く肖1る

とがらせて劇る

平らに劇る

割り躇をのこす

棋榛を削り出す

撻凛を開り込む

同じ大きさに11る

手によるトレーエング

:道具の技 :
r素材の技 |

◇ トレーニングプログラム3 感性の トレーニング

美や形のよさがわかる、素材のよしあしがわかる、音色がわかる、人のやさしさ、人格に対

する感性がある、味の良さがわかる、つくりながら、もつとよくする方法が発見できる。すべ

てにおいて感性が大切である。ものづくり子供大学では、特に感性を大切にしたプログラムを

形成している。

0才からの感性 トレーニング

小学校に入る前まで、砂糖づけにすると、味覚は0になるという。イチローが、ヒッ

トを打てた時の感触について、小学校の時のフォームに戻つた時だといつている。子供

の時に総合的な感性の トレーニングとコーチングをすれば、素晴らしい人が育つ。もの

づくりのための感性 トレーニングをさらに充実したシステムとして、完成させたい。

本人、親、教師、コーチの共生による方法の確立

すべての人間の協力によつて成立する、プログラムの具体化は、日常生活の中にある

ため、全員の参加によつてはじめて成立する。感性の トレーニングシステムとカルテ (コ

小

"の
トレーニング 本の トレーニング

[毬む]

●めて颯む

凹ませて組む

■う個瀬岡■組む

OI● か1夕 で組む

換んで菫む

=い
逮tヽこ颯む

立体にla●

手による トレーニング
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―チングを含む)の作成を連携 させる方法がよい。

3. 感性の トレーニングのカ リキュラム

項 目ごと細分化 された段階性をもち、自分で トレーニングでき、一つ一つ次のレベル

に進めていくことができる内容 とする。

基本的には次の 3つのステージの講座 とする。

① 分析の感性 トレーニング

もののよしあし、たとえば木材であると、これは何の材種であるか半J別できる力

を養 う。判別の次は、どれがよいのか、同じ材種でもその等級がわかるレベルに

なる。「目利きの眼」の トレーニングである

② 発見の感性 トレーニング

見立てる、テーマを発見する、新たな見方ができる感性の トレーニングであり、

何でもないものの中から、新たな用途や使い方の道をひらく「日明きの眼」の ト

レーニングである。

③ 未来予測型感性の トレーニング

将来を見据えて、こんなテーマがあり、こんな方向に考えたらよいのではないか

といった予測型感性の トレーニングで 「日付けの眼」と言えるものである。

以上の3つの感性の トレーニングを、物と一体化されたカリキュラム1000ワ ーク

ブックなど具体的媒介物を作成して、こどもたちが体験し、蓄積可能なデザインとして

行つていく。

次に、以上を具体的に行 う時、カルテを用いて細部について、よさ発見と同時に適切なコー

チングをするための方法を提案する。

3 よさ発見カルテの具体的システム

生活者としての創造的視点や、手でつくることを通して培われる造形的技術的、論理的創造

力を、継続的に育み伸ばしていくための 「造形カルテ」「巧ノー ト」「工夫ノー ト」の日常化を

行う。

[造形カルテ] 子供の造形的工夫や発見の過程を記 した個人記録簿。造形活動において

継続 して活用 していくことで、各こどもに対 し、その子 自身のよさが発

見でき、それを学びの過程に生か していくことが可能 となる。

[巧 ノー ト][工夫ノー ト]

考える力 とつくる力の両面から、造形的学びの工夫 とその過程を支援す

るためのノー ト。こども自らが日常的に継続 していくことで、工夫力の

定着が可能 となる。
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□≡□
□≡回
□≡匡

る
　
る

オ
　
す

見

夫

ぶ

発

， 工

学

造形カルテ

華□

各種工大ノー トや工夫カー ドをつくり、

子供が日常的に使用できるようにする

私の作品‐私の課蒸 ll出名「  :漱 ,名 ( ,

工夫カー ド :工 たした
`摯 `,,`と な8き まし

`う
)

年 月 日 本 人氏名

記盤キ

■夫葉見

あたたないく0■人 0き ましたか ,

二人したこと

`番
いて

`よ
t=^

発展方を

どα
'よ

うにヽ民tlすか,

t

②

0

C

●

ξ

0

(|

0

C

今口の霧を (身 にういたことや感したことなど自いに,さ ましょう,

巧ノー ト・工夫ノー トを通 したものづ くりの具体化の過程で、子供は考える力 とつくる力の両

面から学んでいく。この活動のそれぞれに対 してカルテによる記載をおこなう。またこの段階

で、子供がつくることを通 して得た新たな発見や工夫を、カルテによる支援により、次の活動

へ と生か していく。

よさ発彙カルテ

氏名        男 女  生年月」

連絡書所 ¨̈ ______― ●年

写 真

夕7‐ デイン

個人データの,表

氏名

月  日 よき発見 発展方向

―-36-―
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基本カルテのプロ トタイプを、それぞれの場において適用するように発展的に改良を加え、

フィー ドバ ックさせ基本をさらに充実させる。

フィードパックさせて

プロトタイプを充実させる

具体的に大学の授業で、

の活性化 とコミュニケーシ

育現場で生かすことができ

学生参加も含め、

ョンがとれ、より

る。

カルテを実行 してきた。

深 く学生を理解できる。

カルテを媒介として研究

学生たちはこの経験を教

のびるほめかた遣求カルテ  だれにでも のびるチャンスはあヽ れ(いる

〈〉 カルテの 目的

0 カルナの痰閉

それぞれの学校 美術鯖・

児童館に合うように改良

する

研り Tl力 /1テ として大学

他へと発展させる
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カルテは、記入に参加する人が多いと色々な角

め、直接携わる人、教師、保護者、本人、友人、

とが望ましい。いつでもふるさとに帰るように、

ができ、創造につながっていく。

方ヽ

餞 ■●カル
'11 螢菫

■こととヽに暴 ,こ ついてちチエ

ックし祀述する

カルテlt皆で協力して 一人一人の

よさ発見と、そののばしかたの提案

を,‐ る

■″で興 卜をつくる

自分で発展的に
'―

マをつくる

4 潜在住の■兄

|

度から本人のよさが掘 り下げられる。そのた

兄妹などの総体的意見がカルテ上に表れるこ

カルテに戻つてこれ、自分自身の新たな発見

◇ よさ発見、ほめることばとほめかたのヒラエルキー

ほめることは、創造的視点が必要となる。さらに、ほめることは段階的に細分化され、より

詳細に、専門的で高度な発展的かつ創造的視点が要求される。このヒエラルキーを考えほめな

くてはならない。

第 2段階

ほめることばには

ヒラエルキーがある

第 1段階
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第 3段階



よさ発見のほめかた - 100の キーワード よさ」e見のほめかた - 100の キーワード

ほめることばの第一段階、第二段階、第二段階は、カルテの作成を積み重ねて、より高度で

細分化された内容として、充実させる。標準的内容とより個性化の方向の内容を豊かなものと

する。

4 「巧」な木の造形「人」コースのためのデザイン・フォーマッ ト

先に述べた技術的創造・造形的創造・論理的創造の 3つの視点を入れ、具体的な図式 (デザ

イン・フォーマット)に より内容を考える。
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こともの館の i巧」な木の造形 I人」コースの       フオ~マ ットを用いた具体物講座内容の構想

ための議藤構想のデザイン・ フォーマット
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螂材を用いて新 tいソーマを澪見する
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ものづ くりの全体的プロ トタイプづくりやその実践に学生たちが加わるようにして実践 して

いる。このことは、教師 としての資質の発見・向上にもつながる。美術館や児童館での体験を

通 して、社会参加や理解が深まる。社会貢献 と同時に諸機関との連携が密になる。
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5 「巧」な木の造形「人」コースのための基本的事項の整理

具体化のための、道具 (手道具、電動工具 )、 材料、アシスタン ト、机や工具材料のレイアウ

ト、受講生のグルーピング、講座資料。
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6 おわ りに

ものづくり子供大学をさらに充実させるためにいくつかのサブシステムが必要と考えられる。

そのための提案三点を、次に述べる。

◇ ものづくりのための造形資料館・造形館

・ものづくりのための実物資料とパネルを、テーマごとに細分化されたパックにして、貸し出

すシステムをつくる。

・ 図書館にて、貸し出すシステムをつくり、幼稚園、各種学校、美術館や公共施設に貸し出

す。

・本と同じような方法で、実物資料や造形物、遊具などを貸し出す。タンジブルな物を図書館

の新 しいシステムとして、広く公開していく。

・毎年テーマを決め、制作し、ものづくりの参考になるものを世界からコレクションし、充実

させる。

・学校の空き教室などを造形館として機能を満たす内容にする。

・造形資料整備をし、造形が具体的にできる造形館とする。

◇ ものづくりによる責格

・一つ一つのディティールの内容のマスターに上達の級数をつけ、どこまで達成されたか「力」

が明確にわかるようにする。

・初級、中級、上級といつたマスター制度を導入し、本当の「力」をつける。

。こどもと親子、さらに大人のためのものづくりとし、大人はプロになるほどの内容のものヘ

と近づける。最初は、こども、親子のものづくりからはじめる。

・マスター制度の級数と、一つの内容ごとの修了証を、全員に授与する。

・発想のためのデザイン・フォーマットの トレーニングをし、数十種類の手法を人々にマスタ

ーさせる。

・発想も初級、中級、上級の手法を決め、マスターできるようにする。

◇ 具体化のための、実践のためのデザイン・フォーマット

・理念や理想を具体化するための各種デザイン・フォーマットを作成し、学習し、 トレーニン

グし、人々の創造に役立てる。

・発想のためのデザイン・フォーマットにより、多軸で発想できる力をつける。

・デザイン・フォーマットにより具体的実践ができ、自らの手法を考えられる人々をつくって

いく。
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ものづくりこども大学・「巧」な木の造形 「人」コースは、兵庫県立こどもの館 (有本まゆみ

館長)と の共同研究のご協力により実現できた。この実践をより充実させるためのシステムを

大学での授業に導入 したい。又、学生たちの、より創造的適応性のある総合的力を培 うための

カ リキュラムをつくり上げたい。公設機関との共同研究がより評価 され独創的価値を生み出し

たい。
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